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アメ リカ合衆 国ハ ワイ州
にお ける伝統 的教育思想
1820年以前
田 中 圭 治 郎
ハワイ州は,現在アメリカ合衆国の一州 として軍事基地,観 光業においてア
メリカ合衆国の不可欠の一部分となっている。 しかしなが ら,ハ ワイはかって
ポ リネシア人の王が支配した王国であ り,独自の文化を持っていた。本稿では
1820年ニューイングランド地方からやってきたプロテスタント宣教師団がハワ
イをキ リス ト教化 し,さ らにアメリカ化する以前のハワイの教育の実態につい
て論及してみる。さらに従来の伝統的ポリネシア文化,教育方法だけでな く,
ヨーロッパ人との接触によるハワイ文化の変質の過程 を も併 せ て述べてみた
い。
1節 ハ ワイの政治形態 と土着文化
a.ハ ワイ人(カ ナカ族)の 出現
ハワイ諸島は,北太平洋の真ん中に位置し,ア メリカ,ア ジア両大陸の中間
でかつ,他 の島hか らも離れた孤島である。 太古 には,ハ ワイ諸島は存在せ
ず,海 底火山の噴火により,島々が徐々に形成され,今 目の姿となったのは,
2500万年X111万年前後と推定されている。そのため,当 地では当初,生 物は









モア,マ オ リ,タ ヒチ各人種 と同 じポ リネ シア人であ った。 当時,南 太平 洋
は,ポ リネ シア人 の大型船が行 き交 い,さ らなる新 しい土地を求めて,彼 らが
次kと 移動 を始 めていた。更に,紀 元1100年か ら1250年の問に,今 度は ソシエ
(3)
テ諸島,タ ヒチ諸島か らポリネシア人が移住を始める。
彼 らは,先住のマルケサス人たちを征服 しなが ら,ま ずハワイ島に住みつ
き,次kと 他の島kに移 り住み,各地で小さなコミsニティを形成 していく。
彼 らは,モ イと呼ばれる王を中心とした社会を構成 してい くが,こ れらは,彼
らの出身地の制度,文 化を持ち込んだものとい}よ う。しかし,厂長距離航海
の時期の終わ りとともに,ハ ワイと中央ポリネシアとのコミsニケーションは
途絶え,ハ ワイ人たちは,1778年まで世界の他の地域からほとんど完 全 に孤
(4)(5)
立 して生活 していた」ため,独 自のハ ワイ文化が形成 されてい く。
ただ,19世紀に入 る とスペイ ン人 たちが,フ ィリピンとメキ シコの間を航海
(6)
の途中ハ ワイ諸島に立ち寄った可能性が考えられる。 しかしなが ら,当時のハ
ワイ社会へのスペインの影響は現在確認されるに至っていない。
ハ ワイ諸島には金属が存在せず,ハ ワイ人たちが石を加工 してさまざまな道
具を作るといった 「石器時代」から抜け出すのは,西欧人が鉄をハワイに持ち
込んでか ら後のことである。また,食料は,彼 らが ソシエテ,タ ヒチ両諸島か
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衣料 としては,カバ と呼ばれる木から取った繊維が使用 される。時代が下る
につれてカバはいろいろな色に彩色され,壁 紙,飾 り等,さ まざまに用途が広






カプーは,タ ヒチでは タブーと よば れ,「 聖 化 された」,「禁忌 された」 と
い う意味 である。神聖 と見な された事物 ・場所 ・行為 ・人格 ・言葉 などについ
て接触 ・常用 な どを制 した宗教的禁忌であ り,わ が 国の 「いみ」 とも通 じるも
くの
のがある。ハワイ社会は,カ プーに よって4つ の階級に分けられた階級社会で
の
ある。m上 の階級は,ア リイ階級である。この階級は,王 族,族長によって
成 り立ってお り,ハワイの支配階級である。ハワイ諸島では各地に王や族長が
群立 し,彼 らの支配下に各 コミzニティが形成されていた。次は,聖職者,医
者,教 育者,職 人によって成 り立 っているカフナ階級である。この階級は,ハ
ワイ社会での知識階級であ り,文 化遺産継承に関係する階級 であ る。 三番 目
は,農 民,漁 師を中心とする労働者階級であるマカアイナナ階級である。彼 ら
がハワイ社会の総ての生産を掌 り,彼らが事実上ハ ワイ社会を支えていた。四
番 目にカ ウワ階級 と呼ばれる不可触賤民階級が存在する。
このように当時のハワイの社会では,「近代的な意味での中産階級は存在せ
ず」,支配,被 支配の関係が維持されていた。 しかしなが ら 厂カフナ階級は族
ロカ
長たちと密接な関係」を持ち,人 的交流もあ り,アリイ階級 との階級間の格差
はあまりなかった。
カプーは,単 なる社会制度に止どまらず,社 会慣習をも支配していた。被支
配階級の人kが アリイ階級の王や族長の家に影を落 とした り,彼らの家の囲い
や戸 口を通過 した場合,罰 せ られた。これらカプー違反者は,石やこん棒によ
って打ち殺 された り,絞め殺し ・生き埋め ・火あぶ りといった刑罰が待ってい
る。このような支配階級への態度 ・行動だけで な く,女 性がブタ,コ コナ ッ
ツ,ノミナナ,サ メの肉を食べてはならないし,また男性 と共に食事を してもい
ゆ
けないというように日常生活行動にまで規制がなされていた。人kは,カ プー
の下,い ろいろな禁止事項に縛 られながら生活を送 っていたのであるが,当 時
のハ ワイ社会についてサ ミュエル ・カマカウは,次 のように述べている。
古代のハワイ人たちは,巧みな技術と多 くの知識を持ってお り,激しい労働
を常 としていた。 土地を耕作することが,彼 らの主たる仕事であった。彼
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らは,山か ら切 り出した堅い木で作った道具や石斧を使用す る以外は,何等の
道具を使わずに,広い面積の土地を耕 しタロ,サツマイモ,ヤ ム,バ ナナ,サ
トウキ ビなどを栽培し,自家の食糧 としていた。最初の収穫物は,常 に神に奉
納された。 ハワイ諸島の土地は,豊 かであ り,カウアイ島 オアフ島とモ





屋外の労働の総ては男性によってなされ,そ れは土地を耕 し,魚を取 り,イ
ムを料理し,女性の屋内での作業に必要な家具を作ることであったのである。
カウアイ島,オ アフ島では,女性が男性 と同様に,料理,土 地耕作などの重労
ロ　
働に従事していた。
c.ハ ワイ固有 の文化 と宗教
ハワイ文化の基調はポ リネシア文化である。ポリネシアの領域は,北 はハ ワ
イ諸島,南 は トンガ諸島,東 はイースター島,西はサモア ・トンガ諸島と広範
囲にわたってお り,文化的にはミクロネシア,メ ラネシアと並んで,太平洋文
化圏を形成 している。ポ リネシア文化は,他 の両文化から影響を受けなが らも
独自の文化を持ってお り,ニュージーランドのマオ リ文化もポリネシア文化に
属する。ポ リネシア人は海洋民族であるため,海 に関連 した文化であるとい う
ことが出来る。海洋動植物に関心が向け られるだけでなく,航海に必要な天体
観測の技術 もかな り高度なものを持っていた。ポ リネシア人たちは,広 い海洋
に点在する島々に居住 しているため,諸 島間では文化 ・言語に若干の変化がみ
られる。
ハワイ人ρ生活は,原始宗教に根差したものであった。ハ ワイには何百とい
う諸々の神が存在 し,人kは 自然現象の中に神の存在を見ると同時に,大 地の
中に諸kの 神が宿っていると信 じていた。そ れ らの神々の中で,「 ク」,「ヵ
ネ」,「ロノ」,「カナロア」の4人 の神が有力である。 「ク」の神は,戦 いの
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守護神 であ り,雨,成 長,漁 業,魔 法を司 り,「 カネ」 の神は,生 殖,日 光,
水,森 林 の神であ り,「 ロノ」 は,収 穫 の神であ り,雷,雲,風,海,農 業 と
いった生産 力の神であ った。最後 の 厂カナ ロア」の神は,海 洋 と海風 の神 であ
るが,病 気 を癒す神 でもある。 これ ら4人 の神以外にハ ワイ人 たちに影響を与
なの
えた神は,火 山の女神ペ レ,フラダンスの女神ラカなどがある。












験を通 して学ぶことである。 「教育の目標は,子 どもたちに社会での役割を果
ロね
たしうる成員として,十 分に参加出来るように準備することであった。」すな
わちハ ワイ人の子どもの教育内容 ・形態は,ハ ワイ社会の基本的価値 と欲求を





活の場か らの学習が主であった。また,ス ツrも 厂彼らの民族学,す なわ
ち社会的,政 治的,経済的,宗 教的そ して血族的制度の様式や組織によって,














「両親は死ぬまでに,子 どもたちを教育する。 息子た ち には,農 耕と漁業
　
を,娘 たちには,タ パを染めた り,敷 物 を織 る ことを」。
また,メ リー ・K・ プクイは,彼 女の祖母 の教育について次の よ うに述べて
いる。
「毎 日,祖 母 は私に 『われわ れが 昨 目行 った場所 と,そ の場所 を守 って くれ
るア ウマ クア(祖 先 の神)を 思い出すか』 とたずね る。 そ して,3日 後に,
ゆ
『さあ,再 び言ってごらん。アウマクアの名前は何だったかね』」
祖母は,各家に伝わる祖先の神の祭 っている場所へ子 どもた ちをつれて行







と線 との間の領域を示してお り,そこに住む住民は,そ れぞれ独自の経済圏を





ろいうなものを学んでいく,特 に地域社会 では,族 長の リーダーシップの下
で,さ まざまな仕事がなされていく。農地を作る,穴を掘る,タ ロ畑を灌漑す
る,養魚場を作る,海岸で魚を養魚する,神殿を作る,宗教行事を行 うといっ











また,ア リイ階級の子どもたちは,槍 投げ,槍突き,レス リング,ボ クシン
グといった戦闘に必要な体育実技を学ばねばならなかった。 これ らを習得 した
後は,実 践訓練が求められる。槍,こ ん棒,短 刀,石を武器にして,模擬戦が
行われるが,こ れらの行為はたいへん激しいものなので時 として死人が出る。
c.宗 教 と 教 育
ハ ワイの教育の根底に存在するのは,宗教であった。すべての知識は宗教的





それ らの一例としてフラ ・スクールを取 り上げてみる。 フラは神に対する祈
りを体で表現したものであ り,チャントと呼ばれる祈 りをした後にa踊 りがな
される。今 日もフラダンスは残存しているが,そ の中でもクラッシック・フラ




フラ ・スクールに入学 した生徒には,態度,服 装,個人の身の回 りと清潔に
対して厳しいルールが定められていた。また,フ ラの教師に返答することは堅
く禁 じられ,絶 対服従の教育であった。彼 らは祭壇の準備にた いそ う気 を使
い,そ のような宗教行事から教育は始 まる。最も有名なフラ ・スクールは,ペ
レの神が ロピアウの神に出会 ったカウアイ島のケエ ・ハエナに存在した。
教育内容についてこの学校の教師の1人 は次のように述べている。
生徒に,忍耐強 く言葉と音を聞き,それを学ぶ ことが求め られた。そして,
もし彼 らが言葉や音を拾 うことが出来なかったならば,そ れは集中力の欠如と
　
して個人の欠点 と見なされる。
以上,古 代ハワイオ教育について述べてきたが,デ ビッド・マロは,当 時の
教育 目的を以下の6点 の習得であるとしている。1.社 会体制の原理について
の知識,2.戦 争の仕方,3.個 人的技能,4.勇 敢さ,5.宗 教的行事と労
働形態の尊重,6.節 制生活である。
ウイス トは当時の教育の特徴を2点 にまとめている。1.経 済的理由か らで
はなく,世襲制の下で行われていた,2.公 的な教育機関は存在 しないし,ま





ろう。また,ハ ワイ人 口の大幅な減少のため,伝統,文 化,知 識の伝承が後の
世に うまく伝えられなく,デ ビッド・マロ等のハワイ人知識人の記録にも限界
があ り,当時のハワイに関する情報保存に失敗したと思われたためでもある。
3節 ジ ェー ムズ ・ク ック到 来以 降 の外 国 の影響
a.ク ッ ク の 到 来
1778年1月イギ リス人 ジェー ム ズ ・ク ッ クは,厂 レゾ リューション」号,







「彼 らは(カ ヌーに)3人 から6人つつ乗っていた。そ して,彼 らが近付 く
につれて,わ れわれは,最後の寄港地オタヘイテ島(タ ヒチ島のこと一 筆老
注)周辺の島kの言語を彼らがしゃべ っているのが分かった時,た いそ う驚い
た いくつかの小さな釘又は鉄の小粒が,彼 らは他の品物よりも重宝がった
のだが,彼 らに与えられた。これらの鉄製品の代わ りに,多 くの魚や甘薯が交
　
換された。」
クックの回態によれば,当 時のハ ワイでは石器しか使用されてお らず,鉄 は





翌年,再 度ハワイ諸島にやって来た クックは,今 度はハワイ島に投錨した。
その時期ハ ワイ人たちは年に1度 のマカビキ祭 とい うロノ神を称える行事のま





慣れていたが,ハ ワイ人たちがクックを ロノ神として崇拝 した こ とについて
は,単 なる歓待としてしか受け止めていなかった。彼 らはクックたちに最上の
料理を提供し,ボ クシングやレス リングの試合を見せクックたちを楽 しませた
が,彼 らに とってはこれは宗教的行事の一環であった。
この祭 りの終了 とともにクックたちはハワイ諸島を後にしたのだが,帰路途
中彼 らは激 しい嵐に会い 「レゾリューション」号の最前部のマス トが傷んだた





ちを単なる異邦人 としてしか見な くな り,極端に待遇が悪 くなる。彼らはクッ
クたちの所有物を盗むことを平気で行い,こ の結果クックたち とハワイ人たち
との小競 り合いが生じる。クックは彼らに対して高圧的な対応をすることによ
り,この事態を打開しようとして,逆 に彼 らに殺されてしまう。 「ハワイ人た
ちが クックが神でないことが分かった時,彼 らはひどくだまされたと感 じ,彼
ゆめ おの
を殺 して しまった」 のであ る。
ク ックの死後,ハ ワイ人 への恐怖 もあって,し ば らくの間,ヨ ー ロッパ人た
ちがハ ワイ諸島へ行 くことはなか った。1786年イギ リス船2隻,フ ラ ンス船2
隻が寄港 し,ハ ワイ人 たちの対応を見た上で,徐 々に ヨー ロッパの船舶がハ ワ
イを訪れ るよ うになる。 彼 らの 目的 は,ハ ワイでの食糧や水 の補給だけでな
く,領 土 的野心 もあった。す なわ ち,ハ ワイ諸 島はアメ リカ と中国の中間点 に
存 在 し,貿 易船 の中継点 としての役割が大 である とともに,こ の諸 島を手 に入
れる ことは,軍 事的 に見て も自国の力を強化す るた めに役立つだろ うと考 え ら
れた。 クックのハ ワイへの渡来は,ハ ワイ諸 島が欧米列強に よる植 民地化 の一一
つ のステ ップ として とらえ る必要 があろ う。
b.カ メハメハ1世 のハ ワイ諸 島統 一
イ.カ メハ メハに よる統一
当時,ハ ワイ諸 島は,ハ ワイ島 とマウイ島ハナ地区を カラニオプウ,ハ ナ地
区以外の`7ウイ島をカヘ キ リ,オ アフ島をペ レイオホラニ,カ ウアイ,ニ イハ
ウ両島をカエオ クラニがそれ ぞれ支配す る4つ の王 国 より成 り立 っていた。 ハ
ワイ島のカ ラニオプウは,ハ ワイ諸島の統一 を 目指 し,ま ず マウイ島のカヘキ
リを攻撃 したが,そ の途 中の1782年死去 して しまったため,彼 の意図は挫折 し
て しま う。彼 の後継者争いの中で頭 目を現 したのが,カ メハ メハである。彼 は
ヨー ロッパ人た ちが もた らしたマス カッ ト銃や大砲 とい った西洋式の武器 に注
目し,そ の効用を認識 し,そ れを最大限活用 した。彼はハ ワイ島内の有 力な族
長た ちとの戦いに,新 しく手 に入れ た武器を使用 し,ハ ワイ島の支配を計 った
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が敗 れ,彼 の故郷 マウイ島へ と脱 出 し,ま ず マ ウイ島(1790年)を統一 しそ の
勢いを借 りハ ワイ島(1791年),次にオアフ島(1795年)と征服 してい く。 オ
ア フ島では ヌアヌパ リでペ レイオホ ウニの軍隊 を全員崖か ら突 き落 とし全滅 さ
せて,そ の余 力を借 って,カ ウアイ,ニ イハ ウ両 島を征服 しよ うと試 みたが,
天候不順 のため失 敗する。数年後,王 カエオ クラニに使者を送 り,ヌ ア ヌパ リ
での虐殺 を示す ことに よ り,強 圧的に カウア イ,ニ イハ ウ両 島も1810年従属 さ
せ,こ こにハ ワイ王国が成立す る。
ロ.白 人 の顧問
当時太平洋を航行す る船か ら多 くの白人 たちがハ ワイで下船 したが,彼 らの
多 くはあ ま り仕事 もせず,放 蕩 ざんまいの生活 を送 っていた。1790年ア メリヵ
船 「フェア ・アメ リカ」号の船 員アイザ ック ・デイ ビス,イ ギ リス船 「エ レァ
ノラ」号の船員 ジ ョン ・ヤ ングの2名 の白人 がカメハメハに捕 らえ られた。両
名は他の 白人 とは違 い,軍 事的 ・政 治的才能 を持 ちあわせていたため,カ メハ
おオ
メハに見込 まれ て彼 の顧問 とな った。 カメハ メハは,こ れ ら2人 の軍事的顧問
の助言を得 て,欧 米式 の戦闘方法を取 り入れ,従 来の伝統的 な戦 いしか 出来な
い,各 地 の王や族長 たちを次kと 破 ってい った。彼の戦 闘方法は欧米 の火器を
最大 の武器 とす る ものであったが,彼 自身たいそ う勇 者であ り,死 を恐れず に
敵 に突撃 してい き,敵 が徹底的に打ち破 られ るまで攻撃 した ことに より彼 に勝
利 が もた らされたのであ った。
また,1792年タヒチか らハ ワイへや って来た ジ ョン ・バ ンクーノミー は,ク ッ
クが第2回 目にハ ワイを訪問 した時 の一員 であ り,イ ギ リスの海外膨張政策 の
一環 として,カ メハ メハに近付 いてい く。バ ンクーバ ーは,ハ ワイをイギ リス
以外の国に所属 させ ない た め に,カ メハ メハ に 「ジ ョン ・ヤ ング,ア イザ ッ
ク ・デ ー ビス以外 の外 国人をハ ワイに定住 させて は な らな い。 その他の白人
は,ろ くで もない者た ちであ る」 と助言 し,極 力,中 立 の立場を取ろ うとし
た。 この ようなバ ンクーバ ーの態度 を見た カメハ メハは,バ ンクーノミーを通 し
て イギ リスに近付 いてい く。 カメハ メハは,1794年族長た ちの前でハ ワイが イ




彼の試みは失敗に終わ った。 しかしなが ら,彼は終生親英的態度を変}る こと
はせず,ハ ワい王国の国旗をイギリスのそれと似せて作 り,また支配階級の人
々のイギ リス人との混血を奨励 した。彼は白人特にイギ リス人たちの助力を得
て,統一問も無い王国内の反対勢力すなわち各地の王 ・族長の力を剥奪し,実




ハワイでは,当初欧米の船舶に食糧,水,燃 料を供給 し,その代わ り外国の
様々な品物を物k交 換することにより,その経済 が従来 の 自給自足のものか
ら,徐kに 変化を遂げるようになる。ハ ワイ諸島を統一 したカメハメハは,欧
米の武器が自己の権力維持のための不可欠のものであると認識 し,単なる物h
交換の範囲をxて,ハ ワイでの物産を外国人に売 り付けることにより,よ り
多 くの武器を調達 しようとした。そこで彼が目をつけたのが白檀材(サ ンダル
ウッド)である。 これは中国ではたいそ う珍重され高価格で売買されるため,
カメハメハは,多 くのハ ワイ人たちを動員し,白檀材の切 り出しを図った。白
檀材は・多 くの武器や欧米の物品に交換され,こ の結果ハ ワイ経済が欧米列強
おの
の経済 との交易なしでは成 り立たな くなる。
ロ.ハ ワイの人 ロ
ヨーロッパ人たちとの交流の中でハワイにさまざまな病気(性病,は しか,
腸チフス,百 日咳,流 行性感冒など)がもた らされる。千年以上無菌状態であ





































キ ン グ(1779年推 定)
ブ ラ イ フ(1779年)
デ ィ ク ソ ン(1787年)
ゴ ル ブ ニ ソ(1818年)
ジ ヤ ル ブ ス(エ843年)
バ ッ ク(1951年)
シ ュ ミ ッ ト(1971年)
ア ダ ム ス(1937年)
シ ュ ミ ッ ト
ア ダ ム ス
ア ダ ム ス
ヤ ソ グ ソ ソ(1805年)
ア ダ ム ス
シ ャ ル ブ ス(1843年)
ア ダ ム ス
シ ュ ミ ッ ト
人 口 統 計
ア ダ ム ス
に減少す る。上の表は推定人口の変遷を示 したものである。
おコ
クックが来島した頃のハワイ入 口は10万人か ら40万人と様kな 説があるが,
20万人か ら30万人が妥当な線と思われる。その人 口が1831-32年のハワイ初の




,カメハ メハ1世 が1819年死ぬ まで,彼 はハ ワイ諸 島を伝統的な カプー制度に
よ り支配 した。 しか しなが ら,経 済制度 の変化,人 口のほぼ半減 とい う状況 に
よ り,従 来 の よ うな制度 をそ のまま維 持す ることは不 可能 であ った。 さ らに,
カメハメハ とい う族長 出身 ではあ るが,武 力で統一を図ろ うとす る新興勢 力者




なかった。 しかしなが ら,旧勢力の力をそぐことに全力を注いだ彼は,徐 々に
カプー制度を自己を中心 とする王国の社会制度に作 りxる 必要にせまられて
いく。
4節 教育におけ る外国の影響
この時期のハワイの教育は,従来の伝統的な教育 とはあ ま り大差がなかっ
た。 ここでは白人たちが当時のハワイの教育をどのように見ていたのかを述べ
てみたい。
a.欧 米 か らの影響
イギ リス人 ジ ョン ・ヤ ング,ハ ワイ人オボオキアの2人 につ い て 述 べ て み
る。
イ.ジ ョン・ヤ ング
「彼 ら(ヤ ングとデービスー 筆者注)は,最 初の宣教師たちと呼ばれてき
た。かれ らは,勿 論 宣教師ではなかったのだが,確 かに宣教師たちの仕事の
お　
た めの道を準備 した」 とA・ ウイジ ン トンが述べてい るよ うに,ハ ワイに欧米
文化を持ち込むのに大いに貢献 した。 ヤ ング とデ ー ビスは,共 にカメハメハに
重用 され,特 にヤ ングは カメハ メハの助言者 とな り,ヤ ング族長 と呼 ばれ,族
長 として,ハ ワイ王国 と欧米 との交渉 に当た った。
彼は,カ メハ メハの姪 と結婚 し,孫 の1人 エ ンマは カメハ メハ4世 の妃 とな
り,ハ ワイの実質的な支配者 となる。彼 は,支 配階級の一員 となるが,「 ヤ ン
ゆの













ていたアメリカ人ブリントナル船長に願い出て,そ の船 員 となることが出来
おロ
た。 彼の一生涯の友人 となる トーマス ・ホポオも一 緒 の船 で ハ ワイを 出てい
る。 彼 ら2人 は ブ リン トナルの船 で,ア メ リカ ・ニューヨー クと中国 ・広東 と
の間を年 に幾度 とな く往復す る ことに より,世界の状況を徐 々に把握 してい く。
船長 ブ リン トネルは,ニ ューイ ングラ ン ド地方 出身で,熱 心 なプ ロテスタ ン ト
の信者 であ り,彼 が 二z一 ヨークに帰 ると必ず2人 のハ ワイ人青年を故郷 の教
会 に伴 った。 ブ リン トネル夫人 もまた熱心な プロテス タン トで,こ の夫妻 との
生活 の中でオボオキア もその影響を受け,キ リス ト教 に改宗 して い く。当時,
二z一 イ ングラン ド地 方のプ ロテス タン ト教 会は海外伝導 に熱心であ り,コ ネ
テ ィカ ッ ト州に外国伝 導学校を設 立 してい る。ハ ワイ伝導を意図 した教会側は
2人 のハ ワイ人青年 に注 目し,彼 らを この学校 へ と入学 させ,将 来の人材養成
を図 った。あ る牧師はオボオキ アを評 して次の よ うに述べ ている。
「他 の者が遊 んでいる時間,オ ボオキアは勉 強 していた。1人 でい る時,彼
は喜んで読 み書 きの学習 に励み,友 人 といる時,語 学 の上達を 目指 していた。
ゆ




た といったが,発 疹チフスのため1818年,26歳の若 さで この世を去っていっ
た。彼はハワイへ帰ることを夢見,死 の床でも 「ハワイへ帰 りたい,しかし出
来ないだろ う」 とつぶやきなが ら死んで行 く。彼の死後2,3ヵ 月後,14人の
青年男女がハワイ開教の旅へ と出る。この宣 教 師団 こそが,後 のハワイ宗教
界 ・教育界,後 には社会制度 ・政治 とすべての領域に大きな影響を及ぼす人た
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ち であった。 .厂1'「 ヘ
ヤ ング とオボオキア とい う2人 の人物 は,ユ 人 はイギ リス人,1人 は丿・ワイ
人 であるが,両 者共ハ ワイに欧米文化を持 ち込 み,ハ ワイをキ リス ト教 化す る
のに大 いに貢献す る。ハ ワイ諸島は イギ リス人 クックが初 めて欧米に紹 介 した
よ うに,当 初 か らイギ リス との結び付 きが強かった。 カメハメハは,ヤ ング,
バ ンクーバ ー等 の助 けを借 りてハ ワイ諸島を統一す ることが出来 た。 しか し,
ハ ワイ諸 島へはア メリカ人,フ ランス人,ロ シア人,、スペイ ン人 と様kな 国 の
舶 が立ち寄 ってお り,各 国がその地経的役割の重要 さを認識 していたのも事実
である。
アメ リカもその例に もれなか った。 当時,ニ ューイ ングラ ンド地 方のプ ロテ
スタ ン ト各派 は競 って世界各国へ伝導者を派遣 し,勢 力拡大を図 りつつある時
期 であった。そ の先導者 として活用 されたのが オボオキアであ った。彼の死 は
教会側 の期待外れ であ ったが,そ れ以後ハ ワイが イギ リス とアメ リカ両国の勢
力争いの場 となってい くのである。 ジ ゴン ・ヤ ングをイギ リズの影響力を行 使
した代表 とすれ ば,ア メ リカ海外伝導宣教 師団はア メ リカの影響 力を行使 した
代表 とい}る であろ う。,教育 も,ハ ワイの王 ・族長階級 が比較的 イギ リスの影
響を受けたの と対象的 に,庶 民階級は アメ リカの公教 育の影響 を受げてい く。
b.欧米人の見た当時のハワイの教育
1826年イギ リス人J.S.エ マ ソンは,,当時を思い出 して次 の ように述べ て
いる。
「近所のいたる ところで,5,6人 の熟練 した女性た ちが,カ バを打つ こと
に より鳴 り響 く音楽 の ような音を聞 くことが子 ども心 に大 きな喜びであ った こ
とを よく覚 えてい る。女性 たちは,そ れぞれ リズ ミカルに打つ ことに よって,


























ホオラヴェ,マ ウイ,ハ ワイの各島より成 り立っているが,西 のニイハウ,カウアイ両
島は,そ の形成が一番古く,それゆえ土壌も農耕に適 し,樹木も多い。それに反し,一
番新 しいハワイ島は,全 島熔岩に覆われ,表 面下数十センチ下は堅い岩石であ り,耕作
地域カミ限定される。











イ島とカホラヴェ島との間の海峡は,「 タヒチへの道」 と呼ばれてお り,往時のハワイ
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と タ ヒチ との 往 来 を物 語 る もの で あ る。
A.D.500年,最初 に ハ ワイに ポ リネ シア人 が 住 み 着 い てか ら200-300年間 は,人 口
は わ ず か であ った が,そ の後 は100年毎 に人 口は倍 増 して い った 。
(4)RalphS.Kuykendall,"TheHawaiianKingdomvol.11778-1854",TheUni-
versityPressofHawaii,1938,p.3.
(5)当時,太 平 洋 を航 行 す る大形 船 がkと 建 設 され た 。 ポ リネ シア人 た ち は,太 陽 星
を 観測 す る技 術 に秀 で て お り,自 分 た ち の 目的 とす る方 向を 正 確 に把 握 して いた 。
(6)ハワイ人 の 歴史 家 デ ビ ッ ド ・マ ロに よれ ば,ス ペ イ ンの ギ ャ リオ ン船 が ハ ワイ 島の コ
ナ に立 ち 寄 っ た と記 して い る し,デ ・ヴ ィ ウロボ(1542)とガエ タ ノ(1555)がハ ワ イ
諸 島に 寄 り,ガ エ タ ノは メサ 島 と名付 け てい る。Ibid.,p.4.
しか しな が ら,ク ッ クが ハ ワイ諸 島に 来 島 した 時,ハ ワイ人 た ち は鉄 製 品 の有 用 な こ
とを認 識 して お り,そ れ らを 手 に 入れ るこ とを 熱望 した。 また,ハ ワイ人 が 儀式 で 身 に
着 け る帽 子,マ ン トは,ポ リネ シ ア の他 の 島kで は 見 る こ とが 出 来ず,ス ペ イ ン人 の服
装 を まね た の では ない か とい う説 もあ る。
(7)ハ ワイ人 た ちは,塩 田式 の 製塩 法 を とっ てい た 。
(8)BettyDunford,"TheHawaiiansofOld",TheBessPress,1980,p.25.
(9)新村 出,広 辞 苑,岩 波 書 店,昭 和50年,p.1393.
⑩Kingは 王,chiefは族 長 と訳 した 。kingは各 島 な い し,そ れ に近 い 領 域 を支 配 して
お り,chiefは酋 長 と も訳 され るが,小 さ な コ ミュニ テ ィを 支 配 してい る。
(11)RalphS.KuykendallandA.,GroveDay,"Hawaii,AHistory",PrenticeHall,
1961,p.7-8.
⑫RenardLuerased."Hawaii",ApaProductions,1981,p.31.カプ ーの違 反 者 に も
救 い道 は あ っ た。 彼 らは 各 島 に数 ヵ所 あ る神殿(ヘ イ ア ウ)に 逃 げ込 み,そ こで約 一 週
間 過 ごせ ば,身 が清 め られ カ プー違 反 へ の 罰則 が 許 さ れ る。 そ の た め,カ プー違 反 者 た
ち は 必死 で神 殿 へ と逃 げ 込 も うとす る。 運悪 くそ こへ の途 中で捕 まれ ば重 い刑 罰が 待 ち
受 け てい る。神 殿 の敷 地 は,200-300坪しか な いた い そ う狭 い場 所 であ り,そ の周 囲は
木 の神 艨 で 囲 まれ てお り,支 配 階級 で あ る ア リイ階 級 です ら,違 反者 を 捕 まえ るた めに




⑭ 通常 ハ ワ イ人 は,家 で に 小祭 壇 を作 り,諸kの 神 々 を拝 み,戸 外で は ヘ イア ウ と呼 ば
れ る神 殿 を作 り,拝 んだ 。 この神 殿 は 火 山岩 の壁 に 囲 まれ,屋 根 は植 物 の葉 で葺 か れ て
い た。 カバ に 包 まれ た 神 託 の 塔,犠 牲(人 間や 動物)を 祭 る祭 壇,石 や 木 の彫 刻物,や
しの葉 と羽 毛 で作 られ た 神 像 な どで,こ れ らの神殿 は飾 り立 て られ てい た 。(Dunford,
Ibid.,p.48-50)
ハ ワイに は 種 々 の民 話 が 存 在 してお り,近 年 これ らを発 掘 調査 し よ うとす る動 きが 活
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発 とな っ て き てい る。VivianL.Thomson,"HawaiiallTalesofHeroesandCham-









女 性 に は,成 長 と ともに,そ の タパ製 造 技 術 の 向上 が 求 め られ る。 タパ 製 造 につ い て
は,MargaretTitcomb,"TheAncientHawaiians‐HowTheyClothedThem・
selves,',HorganPress,1983.に詳 しい 。
⑳ ハ ワ イで の医学 の教 授 は,地 面 の上 に 人体 の絵 を描 き,こ の絵 を 基 に して,年 長 者 で
あ る教 師 が 子 ど もた ち にい ろ い ろ な医 学 的知 識 を教 えた 。
⑳ 教 育 学 者 ウ イス トに よれ ば,こ の よ うな生 活 重 視 の教 育 は,20世紀 に入 って ハ ワイに
持 ち 込 まれ た デ ュー イ の進 歩 主義 教 育 と相 通L°る もの が あ る。 す な わ ち実 生 活 に基 づ い
た カ リキ ュラ ムを用 い る こ とに よ って,理 論 と実践 を結 び付 け よ うとした 。(Benjamin
O.Wist,"ACenturyofPublicEducationinHawaii",TheHawaiiEducational
Review,1940,p.7.
㈱"Hawaii",Ibid.,p.33-34.ハワイで の戦 闘 は まず,神 に 祈 りを捧 げ,神 の加 護 の
下 で 始 め る。 戦 闘 開始 日は 神 か ら与axられ た理 想 的 な 日が 求 め られ る。 そ して,槍,石
な どを 使 用 して 集 団 で の戦 闘 に 入 るわ け で あ るが,戦 闘 が こ う着 した場 合 や,双 方 犠 牲
を 多 く出 した 場 合,両 集 団 の代表 者 の戦 い で勝 敗 を 決 す る場 合 もあ る。 た だ,戦 闘 の結
果 勝 敗 が 決定 的 に な っ た場 合,勝 者 は 敗 者 に対 して 寛 容 で は ない 。殆 どの敗 者 に は死 が








ハ ワ イ人 た ちに は,ク ッ クや そ の他 の船 員た ちが,魔 術 を して い る よ うに 見xた 。 口か
ら火 を 吐 いた り(喫 煙),手 を 体 の 中に 入 れ た り(ポ ケ ッ トに手 を 入れ る)や 長 い鉄 の




㈱ ク ッ クは,1769年タ ヒチ 島に 寄港 し,そ の 島 の 族 長 の'1人ポー マ レと友 好 関係 を結
ぶ。 ク ッ クの援 助 を受 けた ポ包 マ レは,後 に タ ヒチ諸 島を 統 一 し,ポ ーマ レ王朝 を築
く。 タ ヒチ で も 鉄製 品 が 存 在 せ ず,ク ック等 の イ ギ リス人 た ち か ら得 た 火 器 が最 大 の武
器 とな った 。 ハ ワイ の カ メハ メハ 自身 が強 大 な力 を 持 っ てハ ワ イ諸 島を 統 一 して い った
の に反 し,ポ ー マ レ 自身 あ ま り武 力 を 有 せ ず,た だ欧 米 人 の 援 助 のみ を 当 て に した た
め,そ の 権 力 の基 盤 は弱 か った。(T.Henry,"AncientTahiti",B.P.BishopMuseum,'
Bulletin48,1928.)。ク ックの,現 地 人 同士 の 争 い に 介 入す る こ とに よ りイギ リス の勢
力を 強 化 し よ う とい う方 針 は,ハ ワ イで も 同 じで あ った が,彼 自身 早 くに死 去 して し ま
い,彼 の 後継 者 バ ン クーバ ー に受 け 継 がれ た 。
㈱ ヤ ン グは,ア リイ階 級 の 女 性 と結 婚,1835年死 去 す る ま で ハ ワイ島 の 総監 督 職 を 勤
め,デ イ ビス は貿 易 で 巨額 の 富 を得 た 。 また,1819年カメハ メハが 死 去 す るまで に200
人 の外 国 人(白 人)が ハ ワイ に居 住 してい た 。
㈱ 環 境 面 か ら考xて み る と,ハ ワイは火 山 島の た め,一 度 環境 が破 壊 され て しま う闇ど回
復 が ほ とん ど不 可 能 とな るた め,こ れ ら破 壊 され た 白檀 の森 林 は再 び 元へ 戻 る こ とな







鋤 オ ボ オ キ アは,ク リス チ ャンネ ー ムを 持 っ て い なか ったが,ホ ポオ は,ト ーマ ス とい
う名 を持 って い る。 ホ ポ オは,1795年オ ウ イへ に生 まれ,オ ボ オ キ ア と共 に ア メ リカに
渡 り,ギ リス ト教 に触 れ る。 彼 の 自叙 伝 は,`MemoirsofThomas・Hopoo',"The
HawaiianJournalofH15tOTy",vol・2・1968・P・42-54・に 詳 しい。
勲(》Ibidりp.73.
印)Kuykendall,Ibid.,P・6.
㈲ArchibaldCampbell,`AScotsmaninHonolulu',A.GroveDayandCarlStroven
ed.,"TheSpellofHawaii",1VlutualPublishing,,1968,p.98.
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